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本学における ICT 活用指導力育成に関する一考察 
－小学校教員志望学生の ICT 活用指導力に関する調査を通して－ 
神原 一之 
（要旨）本学小学校教員志望学生の ICT 活用能力に関する経験と意識に関する調査結果の一部を報告する。ほとん
どの学生が，ICT を活用した授業を実践できるようになりたいと感じているにも関わらず，授業実践において ICT を
活用することに自信をもっていないことが明らかになった。このことに対応すべく，大学における講義内容は必ずし
も十分とはいえない。特に専門教育科目においては，学生が実際に ICT を活用できるようにこれまで以上に授業の工
夫・改善が課題である。 
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１ はじめに 
教員の大量退職に伴い教員養成，教員研修の課題が
近年クローズアップされている。総務省統計局調査
（2015）によれば，小学校教員（本務者）148722 人の
うち 50 歳以上が占める割合は，41.1％である。教員の
定年延長が無ければ，今後 10 年の間に約 40％の小学
校教員が入れ替わる。幼少の頃よりデジタルが溢れる
世界で育ってきた 20 代の若い教員は，50 代以上の教
員と比較すると ICT 活用に関する抵抗が小さい場合が
多いと思われる。つまり，この 10 年の間に学校現場の
ICT は人的ソフトの上では進行しやすい環境へ移行す
ると予想する。ただし，若い世代の教員の ICT 活用力
はスマートフォンの活用力であり，それ以外の機器や
ソフトなど授業活用に必ずしも長けているというわけ
では無いだろう。実践的指導力の育成はわが国の課題
であり，教育実習生として教育現場を体験した学生の
ICT 活用に関する経験や意識を把握することは，大学
における教員養成の在り方を検討する上で重要であ
る。 
そこで本稿は，本学小学校教員志望学生の ICT 活用
に関する経験や大学講義に対する学生の意識を調査
し，ICT 活用指導力のうち, 教材研究指導準備評価活用
能力について結果を報告し，考察を加えるものである。 
２ 調査の方法 
（1）調査日 平成 27 年 12 月 25 日 
（2）調査実施方法 集合調査による質問紙法 
（3）調査対象 本学文学部教育学科 3 回生小学校実習
を経験した学生のうち 66 名 
（4）質問項目および回答方法  
 以下の大問 3 項目（設問数 30）の各設問に対して，
4 件法（大問①については，そう思う・ややそう思う・
あまり思わない・全く思わない，大問②については，わ
りにできる，ややできる，あまりできない，ほとんどで
きない，大問③は幼稚園教諭，保育士，小学校教諭，そ
の他）で回答した。  
① 独自に作成した「学生の ICT 活用に関する経験」
に関する 11 設問 
② 文部科学省（平成 25 年）が実施した「教員の ICT
活用能力調査」と同様の 5 項目 18 設問 （内訳
は以下の通り） 
A：教材研究指導準備評価活用能力 4 設問 
B：授業中に ICT を活用して指導する力 4 設問 
C：児童の ICT 活用を指導する能力 4 設問 
D：情報モラルなどを指導する能力 4 設問 
E：校務に ICT を活用する能力 2 設問 
③ 将来の希望職種 1 設問
３ 調査結果及び考察 
⑴ 学生の ICT 活用に関する経験
 図 1 は小学校時代の ICT 活用に関する経験をたずね
た結果である。小学校時代に電子黒板やデジタル教科
書を活用した授業を日常的に体験している学生は 2％
未満である。また，映像を活用した授業に関してもほ
ぼ同様で，3％未満であるが，電子黒板やジタル教科書
と比較すると授業の中でやや活用されていたと思う学
生が多い。 
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図 1 小学校時代の経験 
教育実習において，電子黒板，デジタル教科書を活
用する授業を体験している学生は，それぞれ 19.8％，
16.5％と 20％を下回る（図 2）。公立学校における電子
黒板の普及率は 77％を超えていることを鑑みると教育
実習での経験率はやや低い状況にあるといえよう。た
だし，映像を活用した授業については，電子黒板やデ
ジタル教科書を活用した授業に比べれば多くの学生
（39.6％）が経験している。実習校において，ICT 機器
を敢えて使用させなかったのか，それとも使用できない
環境だったのかについては判断できないが，事実とし
てこれから小学校教員をめざすほとんどの学生が，小
学時代にも教育実習においても，電子黒板やデジタル
教科書を活用することを経験していないことが明らか
になった。 
図 2 小学校教育実習の経験 
⑵ 学生の授業における ICT 活用の意識
 小学校授業における ICT 活用の意識について調査結
果を記述する。図 3 が示すように，95.5％の学生が ICT
を活用した授業を行うことができる必要性を感じてい
る。しかしながら，75.7％の学生は，ICT を活用した授
業を行う自信をもっていない。 
 学校現場の ICT 化が益々進むことを鑑みれば，ICT
を活用できる教員養成の在り方について具体的・実践
的な取り組みが必要となるだろう。 
図 3 ICT を活用した授業能力に対する意識 
⑶ 教員の ICT 活用指導力（教材研究指導準備評価活
用能力） 
 調査結果（1），（2）より，対象とする学生が本学にお
いて ICT 活用に関連する授業（講義・演習）を受講
しているのか，またその効果はどうか検討する必要が
ある。 
ICT 活用指導力は, 文部科学省の検討会を経て，平成
19 年 2 月に，5 つの大項目（A～E）と計 18 のチェッ
ク項目から構成された「教員の ICT 活用指導力の基準
（チェックリスト）」として策定・公表された。文部科
学省では，初等中等教育における教育の情報化の実態
等を把握し，関連施策の推進を図るため，この能力の
調査を実施している（調査基準日：毎年３月１日）。本
稿でいう ICT 活用指導力も同義である。このうち調査
項目 A：教材研究指導準備評価活用能力と本学での
ICT 関連の講義受講経験をクロス集計し，考察する。 
 教材研究指導準備評価活用能力に関する設問は，次
の A1～A4 の 4 つである。 
A1．教育効果を上げるためには，どの場面にどの
ようにしてコンピュータやインターネット
などを利用すればよいかを計画する（以下
「授業計画における ICT の活用指導能力」と
する） 
A2．授業で使う教材や資料を集めるために，イン
ターネットや CD-ROM などを活用する（以
下「資料収集における ICT の活用指導能力」
とする） 
A3．授業に必要なプリントや提示資料を作成する
ために，ワープロソフトやプレゼンテーショ
ンソフトなどを活用する（以下「ワープロ・
プレゼンへの ICT 活用指導能力」とする） 
A4．評価を充実させるために，コンピュータやデ
ジタルカメラなどを活用して児童の作品・学
習状況・成績などを管理し集計する（以下「成
績管理等への ICT 活用指導力」とする）  
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 A１～A4 のそれぞれと本学における ICT 活用に関
連する講義の受講経験のクロス集計を行った。関連性
をみるためにカイ二乗検定を行ったところ，「ワープ
ロ・プレゼンへの ICT 活用指導能力」と「ICT 活用
に関連する講義の受講経験」（表１；χ2＝5.2913,df＝
1,P＜.05）,「成績管理等への ICT 活用能力」と「ICT 活
用に関連する講義の受講経験」（表２；χ2＝6.7058,df＝
1,P＜.01）が有意であった。 
表 1 「ワープロ・プレゼンへの ICT 活用指導能力」
と「ICT 活用に関連する講義の受講経験」の
クロス表 
表 2 「成績管理等への ICT 活用能力」と「ICT 活用
に関連する講義の受講経験」のクロス表 
 本学の ICT 関連の授業を受講している学生は,受講
していない学生と比較してワープロ・プレゼンへの
ICT 活用指導力や成績管理などへの ICT 活用指導力に
自信をもっていると解釈することができる。 
 しかしながら, 授業計画における ICT の活用指導能
力や資料収集における ICT の活用指導能力との関連性
においては有意差が見られなかったことから，実践的
な授業の中で ICT を活用する ICT 活用指導力につい
ては，現在の本学の ICT 関連授業では十分とはいえな
いと考えられる。これらの課題となる ICT 活用指導力
については，教育学科における独自の指導が必要であ
ると考える。特に近年では学校現場にタブレット端末
が導入され，その有効活用が模索されている。ICT を
どのような場面でどのように活用すべきか，それぞれ
の教科の目標達成をめざして ICT を活用する授業デザ
インを描くことができる学生を育てることは喫緊の課
題である。そしてこのことを組織的に行う必要がある。
換言すれば，大学教員がそれぞれの専門教育科目の中
で具体的，実践的かつ協働的に，授業改善を行う必要
があると考える。 
４ おわりに 
 本稿では，本学小学校教員志望学生の ICT 活用能力
の調査結果の一部について記述した。 
その結果，実践に即した ICT を活用できる基礎的能
力の育成をめざして講義の工夫・改善が必要であるこ
とが明らかになった。今後，教科指導法等の講義を中
心に実際に ICT を活用する場面を取り入れながら，こ
の実践的な指導力の育成に努めていくことが課題で
ある。 
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